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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口が形成された上面を有する内容物容器と、
　前記内容物容器の上面に配置される天板と、該天板から上方へ延びる上方筒状部と、該
天板から下方へ延びるとともに前記内容物容器の開口内に挿入される下方筒状部とからな
る筒状部とを有するキャップ保持体と、
　を備え、前記下方筒状部は下端に向かって徐々に外径が小さくなり、前記開口に対応す
る下方筒状部の部分の外径は前記開口より大きくなっており、
　前記上方筒状部にディスペンサを装着したことを特徴とする容器装置。
【請求項２】
　前記内容物容器および前記キャップ保持体の筒状部はいずれもプラスチック製となって
おり、前記内容物容器は前記キャップ保持体の筒状部より硬質の材料で形成されているこ
とを特徴とする請求項１記載の容器装置。
【請求項３】
　前記キャップ保持体は前記天板から下方へ延び前記内容物容器の側面上部に係合する肩
部を有することを特徴とする請求項１記載の容器装置。
【請求項４】
　前記キャップ保持体は、前記肩部から下方へ延びて前記内容物容器を外方から囲む脚部
を有することを特徴とする請求項３記載の容器装置。
【請求項５】
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　前記キャップ保持体は、前記天板から下方へ延びて前記内容物容器を外方から囲む側板
を有することを特徴とする請求項１記載の容器装置。
【請求項６】
　前記キャップ保持体とともに前記内容物容器を外方から囲む囲い体を更に備えたことを
特徴とする請求項１記載の容器装置。
【請求項７】
　前記囲い体は内容物容器を支持する底面を有することを特徴とする請求項６記載の容器
装置。
【請求項８】
　前記囲い体は底面から上方に延びる側面を有することを特徴とする請求項６記載の容器
装置。
【請求項９】
　前記囲い体は、複数部分に分割自在となることを特徴とする請求項６記載の容器装置。
【請求項１０】
　内容物容器上に装着されるキャップ保持体において、
　前記内容物容器の上面に配置される天板と、
　該天板から上方へ延びる上方筒状部と、該天板から下方へ延びるとともに前記内容物容
器の開口内に挿入される下方筒状部とからなる筒状部とを備え、前記下方筒状部は下端に
向かって徐々に外径が小さくなり、前記開口に対応する下方筒状部の部分の外径は前記開
口より大きいことを特徴とするキャップ保持体。
【請求項１１】
　前記キャップ保持体は、前記天板から下方へ延び前記内容物容器の側面上部に係合する
肩部を有することを特徴とする請求項１０記載のキャップ保持体。
【請求項１２】
　前記キャップ保持体は、前記肩部から下方へ延びて前記内容物容器を外方から囲む脚部
を有することを特徴とする請求項１０または１１記載のキャップ保持体。
【請求項１３】
　前記キャップ保持体は、前記天板から下方へ延びて前記内容物容器を外方から囲む側板
を有することを特徴とする請求項１０記載のキャップ保持体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャンプー、リンス等の内容物を収納する容器装置およびそのキャップ保持
体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より内容物を収納するとともにディスペンサ機能を有する容器装置として、外容器
と、内容物が充てんされた内容器と、ディスペンサとを有する詰め替え容器装置が開発さ
れている。
【０００３】
　このような容器装置は、内容物がなくなった場合、内容器のみを交換すれば良いので、
容器装置全体を廃棄する必要はなく、廃棄物公害を防止することができる。
【特許文献１】実願平５－６６３９８号（実開平７－３１６７１号）のＣＤ－ＲＯＭ
【特許文献２】特開平７－３００１３１号公報
【特許文献３】特開平９－２０２３４２号公報
【特許文献４】特開２００６－２９８４９８号公報
【特許文献５】実願平４－５７６８１号（実開平６－１４０５４号）のＣＤ－ＲＯＭ
【特許文献６】特開２００６－３４１８６１号公報
【特許文献７】実願平４－４８６２２号（実開平６－３４５９号）のＣＤ－ＲＯＭ
【特許文献８】特開平９－８６５７９号公報
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【特許文献９】特開平１１－２３６０８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述のように廃棄物公害を防止する容器装置が開発されているが、容器の交換作業およ
び内容物の注出作業をよりスムースに行なうことができる容器装置は未だ開発されていな
いのが実情である。
【０００５】
　本発明はこのような点を考慮してなされたものであり、容器の交換作業および注出作業
を容易に行なうことができる容器装置およびそのキャップ保持体を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、開口が形成された上面を有する内容物容器と、前記内容物容器の上面に配置
される天板と、該天板から上方へ延びる上方筒状部と、該天板から下方へ延びるとともに
前記内容物容器の開口内に挿入される下方筒状部とからなる筒状部とを有するキャップ保
持体と、を備え、前記下方筒状部は下端に向かって徐々に外径が小さくなり、前記開口に
対応する下方筒状部の部分の外径は前記開口より大きくなっており、前記上方筒状部にデ
ィスペンサを装着したことを特徴とする容器装置である。
【００１１】
　本発明は、前記内容物容器および前記キャップ保持体の筒状部はいずれもプラスチック
製となっており、前記内容物容器は前記キャップ保持体の筒状部より硬質の材料で形成さ
れていることを特徴とする容器装置である。
【００１２】
　本発明は、キャップ保持体は、天板から下方へ延び内容物容器の側面上部に係合する肩
部を有することを特徴とする容器装置である。
【００１３】
　本発明は、キャップ保持体は、肩部から下方へ延びて内容物容器を外方から囲む脚部を
有することを特徴とする容器装置である。
【００１４】
　本発明は、キャップ保持体は、天板から下方へ延びて内容物容器を外方から囲む側板を
有することを特徴とする容器装置である。
【００１５】
　本発明は、キャップ保持体とともに内容物容器を外方から囲む囲い体を更に備えたこと
を特徴とする容器装置である。
【００１６】
　本発明は、囲い体は内容物容器を支持する底面を有することを特徴とする容器装置であ
る。
【００１７】
　本発明は、囲い体は底面から上方に延びる側面を有することを特徴とする容器装置であ
る。
【００１８】
　本発明は、囲い体は、複数部分に分割自在となることを特徴とする容器装置である。
【００１９】
　本発明は、内容物容器上に装着されるキャップ保持体において、前記内容物容器の上面
に配置される天板と、該天板から上方へ延びる上方筒状部と、該天板から下方へ延びると
ともに前記内容物容器の開口内に挿入される下方筒状部とからなる筒状部とを備え、前記
下方筒状部は下端に向かって徐々に外径が小さくなり、前記開口に対応する下方筒状部の
部分の外径は前記開口より大きいことを特徴とするキャップ保持体である。
【００２１】
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　本発明は、キャップ保持体は天板から下方へ延び内容物容器の側面上部に係合する肩部
を有することを特徴とするキャップ保持体である。
【００２２】
　本発明は、キャップ保持体は、肩部から下方へ延びて内容物容器を外方から囲む脚部を
有することを特徴とするキャップ保持体である。
【００２３】
　本発明は、キャップ保持体は、天板から下方へ延びて内容物容器を外方から囲む側板を
有することを特徴とするキャップ保持体である。
【発明の効果】
【００２４】
　以上のように本発明によれば、容器装置の内容物容器を容易かつ簡単に交換することが
できる。また内容物容器にキャップ保持体を装着することにより、このキャップ保持体に
ディスペンサ、あるいは他の密閉キャップを取付けることができる。
　さらにまた、下方筒状部は下端に向かって徐々に外形が小さくなっているので、内容物
容器の開口内にキャップ保持体の下方筒状部を容易に挿着することができる。また、開口
に対応する下方筒状部の部分の外径は開口より大きくなっているため、内容物容器の開口
内にキャップ保持体の下方筒状部を挿着した場合、内容物容器の開口内に下方筒状部を密
封した状態で挿着することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
第１の実施の形態
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【００２６】
　図１乃至図７は本発明による容器装置およびキャップ保持体の第１の実施の形態を示す
図である。
【００２７】
　図１乃至図７に示すように、容器装置１０は、円形状開口１２ａが形成された上面１２
ｂを有し、内容物としてシャンプーが充てんされた紙製の円筒状内容物容器１２と、内容
物容器１２の上面１２ｂに装着された円形状のキャップ保持体１５とを備えている。
【００２８】
　このうち、キャップ保持体１５は、プラスチック製となっており、内容物容器１２の上
面１２ｂに配置される天板１３と、天板１３から下方に延びる肩部１４とを有している。
そしてキャップ保持体１５は肩部１４を内容物容器１２の側面１２ｃ上部に係合させるこ
とにより内容物容器１２に装着される。
【００２９】
　またキャップ保持体１５は天板１３から上方へ延びる円形の上方筒状部１６と、天板１
１から下方へ延びる円形の下方筒状部１７とを有し、これら上方筒状部１６と下方筒状部
１７とから筒状部１６，１７が構成されている。。さらに上方筒状部１６にディスペンサ
３０が取付けられ、下方筒状部１７は内容物容器１２の上面１２ｂに形成された円形状開
口１２ａ内に挿着されている。
【００３０】
　次にディスペンサ３０について、図３により説明する。ディスペンサ３０は内キャップ
１５の上方筒状部１６に固定される保持体３１と、保持体３１から下方へ延びるタンク３
２と、保持体３１およびタンク３２を貫通して摺動自在に設けられたステム（図示せず）
とを有し、ステム３５の上部に操作ヘッド３４が取付けられている。この場合、ディスペ
ンサ３０の保持体３１は上方筒状部１６の外ねじ１６ａにねじ込み固定される。
【００３１】
　また操作ヘッド３４を上下方向に移動させることにより、内容物容器１２内の内容物が
ノズル３３を経てタンク３２へ送られ、その後タンク３２から操作ヘッド３４の注出口３
４ａから外方へ注出される。
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【００３２】
　次に各構成部材について更に説明する。キャップ保持体１５の下方筒状部１７は下端１
７ａに向って徐々に外径が小さくなっている。下方筒状部１７は内容物容器１２の開口１
２ａ内に挿着されるが、開口１２ａに対応する下方筒状部１７の部分の外径をφＡとした
場合、内容器１２の開口１２ａは当初φＡ－０．５ｍｍ程度となっており、下方筒状部１
７側の外径が内容物容器１２の開口１２ａより大きくなって開口１２ａ内に下方筒状部１
７ａを密封して挿着することができるようになっている。また使い置き時に容器装置が転
倒した場合にも、不容易に内容物容器１２内の内容物が漏れ出しにくい構造となっている
。
【００３３】
　また図４に示すように、下方筒状部１７の下端（先端）１７ａを、その軸線に対して傾
斜させてもよい（図４（ａ））。このように下方筒状部１７の下端１７ａを傾斜させると
ともに、下方筒状部１７の外径を下端１７ａに向って小さくすることにより、下方筒状部
１７を内容物容器１２の開口１２ａに対して単に押込むだけで容易に挿着することができ
、かつ、キャップ保持体１５を内容物容器１２に回転させながら装着する場合に、内容物
容器１２の開口１２ａに下方筒状部１７を無理なく回転して装着することができる。
【００３４】
　なお、下方筒状部１７の下端１７ａに、多数の凹凸形状を形成し、下方筒状部１７を開
口１２ａ内に挿入し易くしてもよい（図４（ｂ））。また下方筒状部１７の下端１７ａに
一対の凸部を形成して、下方筒状部１７を開口１２ａに挿入し易くしてもよい（図４（ｃ
））。
【００３５】
　またディスペンサ３０のタンク３２には空気穴（図示せず）が設けられており、この空
気穴と内容物容器１２内とを連通させるため、下方筒状部１７とタンク３２との間には間
隙が形成されている。
【００３６】
　次にこのような構成からなる本実施の形態の作用について説明する。
【００３７】
　図１に示すように、まずキャップ保持体１５の上方筒状部１６に、ディスペンサ３０の
保持体３１を装着する。この場合、上方筒状部１６の外ねじ１６ａに保持体３１をねじ込
むことにより、保持体３１を上方筒状部１６に固定することができる。
【００３８】
　その後、内容物容器１２の開口１２ａを覆うプルタブ（図示せず）を取外し、開口１２
ａ内にキャップ保持体１５の下方筒状部１７を挿着する。同時にキャップ保持体１５を内
容物容器１２上に被せ、キャップ保持体１５の肩部１４を内容物容器１２の側面１２ｃ上
部に嵌合する。このようにして内容物容器１２にキャップ保持体１５を堅固に固定するこ
とができる。
【００３９】
　使用に際しては、ディスペンサ３０の操作ヘッド３４を押圧することにより、操作ヘッ
ド３４が上下方向へ移動し、内容物容器１２内の内容物がノズル３３を経てタンク３２へ
送られ、その後内容物がタンク３２から操作ヘッド３４の注出口３４ａを経て外方へ注出
される。
【００４０】
　内容物容器１２内の内容物が消費された場合は、上述と逆の作用により内容物容器１２
からキャップ保持体１５を取外し、新しい内容物容器１２に再びキャップ保持体１５を装
着する。使用後の内容物容器１２は、その後廃棄されるが、内容物容器１２が紙製となっ
ているので、内容物容器１２をそのまま廃棄することができる。
【００４１】
　以上のように本実施の形態によれば、内容物容器１２の交換作業および内容物の注出作
業を容易且つ簡単に行なうことができる。



(6) JP 5142015 B2 2013.2.13

10

20

30

40

50

【００４２】
　ところで、内容物容器１２として円筒状のものについて説明したが、内容物容器１２と
して四角筒状のものを用いるとともに、キャップ保持体１５として四角形のものを用いて
もよい（図８および図９参照）。
【００４３】
　また、内容物容器１２の開口１２ａは、内容物容器１２の上面１２の中心に配置しても
よく、中心からずれた位置に配置してもよい。
【００４４】
　さらに、内容物容器１２として紙製のものを用い、キャップ保持体１５としてプラスチ
ック製のものを用い、内容物容器１２をキャップ保持体１５より軟質の材料で形成して、
キャップ保持体１５の下方筒状部１７と内容物容器１２の開口１２ａとの密封性を高める
ようにした例を示したが、内容物容器１２とキャップ保持体１５をいずれもプラスチック
製とするとともに、内容物容器１２をキャップ保持体１５より硬質の材料から形成して、
キャップ保持体の下方筒状部１７と内容物容器１２の開口１２ａとの密封性を高めてもよ
い。
【００４５】
　また、内容物容器１２に予め開口１２ａを設けた例を示したが、予め内容物容器１２に
開口１２ａを設けることなく、内容物容器１２にキャップ保持体１５を装着する際、キャ
ップ保持体１５の下方筒状部１７によって内容物容器１２の上面１２ｂを突き刺して開口
１２ａを形成してもよい。この場合、図４（ｂ）（ｃ）に示すような下端１７ａの形状を
有する下方筒状部１７を用いることにより、内容物容器１２の上面１２ｂを容易に突き刺
して開口１２ａを形成することができる。
【００４６】
　さらに、キャップ保持体１５の上方筒状部１６には、ディスペンサ３０の代わりに、密
閉定量キャップ４０を装着してもよく（図６）、またヒンジ４１ａ付きの密閉ヒンジキャ
ップ４１を装着してもよい（図７）。
【００４７】
第２の実施の形態
　次に図１０乃至図１４により、本発明の第２の実施の形態について説明する。
【００４８】
　図１０乃至図１４に示す第２の実施の形態は、キャップ保持体１５の構成が異なるのみ
であり、他は図１乃至図９に示す第１の実施の形態と略同一である。
【００４９】
　図１０乃至図１４において、図１乃至図９に示す第１の実施の形態と同一部分には同一
符号を符して詳細な説明は省略する。
【００５０】
　図１０乃至図１２に示すように、キャップ保持体１５は円筒状の内容物容器１２の上面
１２ｂに配置される円形状天板１３と、天板１３から下方へ延びて内容物容器１２を外方
から囲む側板１８とを有している。
【００５１】
　キャップ保持体１５の側板１８は、内容物容器１２の外形形状に略一致するよう円筒形
状を有し、側板１８を内容物容器１２の外方に密着して嵌込むことにより、内容物容器１
２に対してキャップ保持体１５を堅固に固定することができる。
【００５２】
　またこのキャップ保持体１５によって内容物容器１２を堅固に保護することができ、と
りわけポンプにより内容物容器１２の内容物を吸引する際、ポンプを押圧する力をこのキ
ャップ保持体１５によって支持することができる。
【００５３】
　図１０乃至図１２に示すように、内容物容器１２およびキャップ保持体１５、いずれも
円筒状をなしているが、内容物容器１２およびキャップ保持体１５のいずれも、四角筒状
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を有していてもよい。
【００５４】
　次に図１３および図１４により、本発明の変形例について説明する。図１３および図１
４に示すように、キャップ保持体１５は四角筒状の内容物容器１２の上面１２ｂに配置さ
れる四角状天板１３と、天板１３から下方へ延びて内容物容器１２の側面１２ｃ上部に係
合する肩部１４と、肩部１４から下方へ更に延びて内容物容器１２の四隅に外方から係合
する４本の脚部１９とを有している。
【００５５】
　図１３および図１４に示すように、４本の脚部１９は内容物容器１２の四隅を外方から
密着して嵌込まれるので、内容物容器１２に対してキャップ保持体１５を堅固に固定する
ことができる。
【００５６】
第３の実施の形態
　次に図１５乃至図２０により、本発明の第３の実施の形態について説明する。
【００５７】
　図１５乃至図２０に示す第３の実施の形態において、容器装置１０は、内容物容器１２
と、内容物容器１２に装着されるキャップ保持体１５とを備えるとともに、更にキャップ
保持体１５に連結されて内容物容器１２をキャップ保持体１５とともに囲む囲い体２０を
備えている。
【００５８】
　他の構成は図１乃至図９に示す第１の実施の形態、および図１０乃至図１４に示す第２
の実施の形態と略同一である。
【００５９】
　図１５乃至図２０において、図１乃至図９に示す第１の実施の形態、および図１０乃至
図１４に示す第２の実施の形態と同一部分には同一符号を符して詳細な説明は省略する。
【００６０】
　図１５および図１６に示すように、内容物容器１２は開口１２ａを有する上面１２ａと
、側面１２ｃとを有し、全体として円筒形状を有している。またキャップ保持体１５は、
内容物容器１２の上面１２ｂに配置される天板１３と、天板１３から下方へ延びる肩部１
４とを有し、全体として円筒形状を有している。さらに天板１３から上方に向かって上方
筒状部１６が設けられ、天板１３から下方に向かって下方筒状部１７が設けられている。
【００６１】
　図１５および図１６に示すように、内容物容器１２を囲む囲い体２０は底面２０ａと、
底面２０ａから上方に延びる側面２０ｂとを有し、全体として円筒形状を有している。こ
のうち、囲い体２０の底面２０ａは、内容物容器１２を下方から支持するものであり、側
面２０ｂは内容物容器１２の側面１２ｃの外形と略同一形状を有し内容物容器１２の側面
１２ｃを外方から密着して保持するようになっている。
【００６２】
　図１５および図１６において、囲い体２０内に内容物容器１２を収納した後、内容物容
器１２上にキャップ保持体１５が装着される。この場合、キャップ保持体１５の下方筒状
部１７が内容物容器１２の開口１２ａ内に挿入され、同時にキャップ保持体１５の肩部１
４が囲い体２０の側面２０ｂ上部に嵌込まれる。
【００６３】
　キャップ保持体１５の肩部１４と囲い体２０の側面２０ｂは、単に嵌込まれていてもよ
く、肩部１４の内面に内ねじを設け、側面２０ｂの外面に外ねじを設け、これら内ねじと
外ねじとを係合させてもよい。
【００６４】
　このようにキャップ保持体１５と囲い体２０とを嵌合させることにより、キャップ保持
体１５と囲い体２０とによって、堅固に内容物容器１２を保持することができる。
【００６５】
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　次に図１７により本発明の変形例について説明する。図１７に示す変形例は、内容物容
器１２およびキャップ保持体１５として四角形状のものを用いるとともに、囲い体２０を
底面２０ａと、底面２０ａから上方に短く延びる側面２０ｂと、側面２０ｂから更に上方
に延び内容物容器１２の四隅に外方から係合する４本の脚部２０ｃとから構成したもので
ある。
【００６６】
　図１７において、他の構成は図１５および図１６に示すものと略同一である。
【００６７】
　またこのキャップ保持体１５によって内容物容器１２を堅固に保護することができ、と
りわけポンプにより内容物容器１２の内容物を吸引する際、ポンプを押圧する力をこのキ
ャップ保持体１５によって支持することができる。
【００６８】
　次に図１８および図１９により本発明の更なる変形例について説明する。図１８および
図１９に示す変形例において、内容物容器１２およびキャップ保持体１５としては、図１
０乃至図１２に示す円筒状の内容物容器１２と円筒状のキャップ保持体１５が用いられて
いる。また図１８および図１９において、囲い体２０は、底面２０ａと、底面２０ａから
上方へ短く延びる側面２０ｂとを有している。囲い体２０の側面２０ｂは、キャップ保持
体１５の側板１８の内面下部に嵌合し、このようにして囲い体２０とキャップ保持体１５
とによって内容物容器１２を保持することができる。
【００６９】
　またこのキャップ保持体１５によって内容物容器１２を堅固に保護することができ、と
りわけポンプにより内容物容器１２の内容物を吸引する際、ポンプを押圧する力をこのキ
ャップ保持体１５によって支持することができる。
【００７０】
　なお図１８および図１９において囲い体２０の側面に内ねじを形成し、キャップ保持体
１５の側板１８の内面下部に外ねじを形成し、これら内ねじと外ねじを係合させてもよい
。
【００７１】
　次に図２０により、本発明の更なる変形例について説明する。図２０に示す変形例にお
いて、内容物１２およびキャップ保持体１５としては、図１３および図１４に示す四角筒
状の内容物容器１２と四角筒状のキャップ保持体１５が用いられている。
【００７２】
　また、図２０において、囲い体２０は底面２０ａと、底面２０ａから上方へ短く延びる
側面２０ｂとを有している。囲い体２０の側面２０ｂは、キャップ保持体１５の脚部１９
に嵌合し、このようにして囲い体２０とキャップ保持体１５とによって内容物１２を保持
することができる。
【００７３】
　またこのキャップ保持体１５によって内容物容器１２を堅固に保護することができ、と
りわけポンプにより内容物容器１２の内容物を吸引する際、ポンプを押圧する力をこのキ
ャップ保持体１５によって支持することができる。
【００７４】
第４の実施の形態
　次に図２１乃至図２５により、本発明の第４の実施の形態について説明する。
【００７５】
　図２１乃至図２５に示す第４の実施の形態において、容器装置１０は、内容物容器１２
と、内容物容器１２に装着されるキャップ保持体１５と、キャップ保持体１５に連結され
て内容物容器１２を囲む囲い体２４とを備えている。
【００７６】
　また囲い体２４は、後述のように複数部分に分割自在となっている。
【００７７】
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　他の構成は図１乃至図９に示す第１の実施の形態、図１０乃至図１４に示す第２の実施
の形態、および図１５乃至図２０に示す第３の実施の形態と略同一である。
【００７８】
　図２１乃至図２５において、図１乃至図９に示す第１の実施の形態、図１０乃至図１４
に示す第２の実施の形態、および図１５乃至図２０に示す第３の実施の形態と同一部分に
は同一符号を符して詳細な説明は省略する。
【００７９】
　図２１および図２２に示すように、内容物容器１２およびキャップ保持体１５は、いず
れも円筒形状を有している。
【００８０】
　また囲い体２４は内容物容器１２を支持する下方部分２５と、内容物容器１２の側方に
位置する側方部分２６とを有している。このうち下方部分２５は内容物容器１２を支持す
る底面２５ａと、底面２５ａから上方へ短く延びて側方部分２６に嵌込まれる側面２５ｂ
とからなっている。
【００８１】
　図２１および図２２に示すように、囲い体２４の側方部分２６は、下方部分２５の側面
２５ｂに嵌込まれるとともに、キャップ保持体１５の肩部１４内に嵌込まれ、内容物容器
１２の外形と略同一の形状を有している。
【００８２】
　次に図２３により本発明の変形例について説明する。図２３に示す変形例において、内
容物容器１２およびキャップ保持体１５は、いずれも四角筒形状を有している。
【００８３】
　また囲い体２４は、底面２５ａと側面２５ｂとからなる下方部分２５と、下方部分２５
から上方へ延びキャップ保持体１５の肩部１４内に嵌込まれる４本の脚部２７とからなっ
ている。この脚部２７を天板１３に直接取付けてもよい。
【００８４】
　またこのキャップ保持体１５によって内容物容器１２を堅固に保護することができ、と
りわけポンプにより内容物容器１２の内容物を吸引する際、ポンプを押圧する力をこのキ
ャップ保持体１５によって支持することができる。
【００８５】
　次に図２４および図２５により本発明の更なる変形例について説明する。
【００８６】
　図２４および図２５に示すように、囲い体２４は垂直面に沿って２つに分割された一対
の部分２８，２８からなり、各々の部分２８は内容物容器１２を支持する底面２８ａと、
内容物容器１２の側面１２ｃを密着して囲む側面２８ｂとを有している。一対の部分２８
，２８を組合わせることにより、円筒状の内容物容器１２の外形と略同一形状を有する円
筒状の囲い体２４を得ることができる。囲い体２４は、円筒状のキャップ保持体１５の肩
部１４に嵌込まれ、キャップ保持体１５と囲い体２４とによって内容物容器１２を堅固に
保持することができる。
【００８７】
　またこのキャップ保持体１５によって内容物容器１２を堅固に保護することができ、と
りわけポンプにより内容物容器１２の内容物を吸引する際、ポンプを押圧する力をこのキ
ャップ保持体１５によって支持することができる。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】本発明の第１の実施の形態による容器装置を示す斜視図。
【図２】図１に示す容器装置の側断面図。
【図３】ディスペンサを示す斜視図。
【図４】下方筒状部を示す図。
【図５】容器装置の組立て状態を示す斜視図。
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【図６】密閉定量キャップを示す斜視図。
【図７】密閉ヒンジキャップを示す斜視図。
【図８】容器装置の変形例を示す斜視図。
【図９】容器装置の変形例の組立て状態を示す斜視図。
【図１０】本発明の第２の実施の形態による容器装置を示す斜視図。
【図１１】図１０に示す容器装置の側断面図。
【図１２】本発明の第２の実施の形態による容器装置の組立て状態を示す斜視図。
【図１３】容器装置の変形例を示す斜視図。
【図１４】容器装置の変形例の組立て状態を示す斜視図。
【図１５】本発明の第３の実施の形態による容器装置を示す斜視図。
【図１６】図１５に示す容器装置の側断面図。
【図１７】容器装置の変形例を示す斜視図。
【図１８】容器装置の変形例を示す斜視図。
【図１９】図１８に示す容器装置の側断面図。
【図２０】容器装置の変形例を示す斜視図。
【図２１】本発明の第４の実施の形態による容器装置を示す斜視図。
【図２２】図２１に示す容器装置の側断面図。
【図２３】容器装置の変形例を示す斜視図。
【図２４】容器装置の変形例を示す斜視図。
【図２５】図２４に示す容器装置の側断面図。
【符号の説明】
【００８９】
１０　容器装置
１２　内容物容器
１２ａ　開口
１２ｂ　上面
１２ｃ　側面
１３　天板
１４　肩部
１５　内キャップ
１６　下方筒状部
１７　上方筒状部
１８　側板
１９　脚部
２０　囲い体
２０ａ　底面
２０ｂ　側面
２０ｃ　脚部
２４　囲い体
２５　下方部
２６　側方部
２８　一対の部分
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